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は じ め に 

 

 ナルトサワギク（Senecio  madagas-

cariensis Poir.)は、キク科キオン属に属

する一年生もしくは多年生草本である（図

１）。原産地は单アフリカおよびマダガス

カルとされているが、近年の研究により、

オーストラリアおよびハワイに帰化したも

のは单アフリカ起源であることがあきらか

にされている(Radford 1997; Scott et 

al. 1998; Le Roux et al. 2006) 。現

在、ナルトサワギクの分布域は、オースト

ラリア東部、ハワイ、ケニア、アルゼンチ

ン、ブラジル、ベネズエラ、ウルグアイ、

コロンビアなどに広がっている(Sindel 

2009; Sheppard and Ramadan 2011)。日本

における最古の記録は、徳島県鳴門市瀬戸

町で1976年に採集された標本である(木下

ほか 1999）。現在は関西地方を中心に、

東は静岡県、千葉県、福島県で確認されて

いる(環境省外来生物法のサイト)。 

 千葉県では2007年に、館山市で安房生物

愛好会の小林洋生氏により発見されたのが

最初である。その後、2011年12月28日まで

に館山市、单房総市、鴨川市、木更津市、

茂原市の計29地点で生育が確認されてい

る。          

 

防除に関する先行研究 

 

 ナルトサワギクは全草にピリミジンアル

カロイドを含み、家畜、特に牛の肝臓に障

害をもたらし、アルゼンチンからは死亡事

例も報告されている(Cruz et al. 2010)。

このため、特に、牧場に侵入したナルトサ

ワギクについては、防除に関する多くの研

究がなされている(e.g.  Allan et al. 

2009; Sindel 2009)。防除方法としては、

手取り除草、草刈、除草剤、ヒツジやヤギ

の放牧、天敵の導入、競合牧草の育成など

が試みられてきた(Sindel 2009)。 

 手取り除草：手取り除草は、千葉県のナ

ルトサワギク発生地においても、何度も試

みられている方法である（図２）(小林 

2011)。手取り除草は、特別な資材や機械

を必要としない点、周囲の自然環境に影響
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を及ぼさない点などが長所であるが

（Allan et al. 2009）、人的コストが高

いため、大規模な発生地では効果が薄いと

考えられる(Sindel 2009)。今回の事例で

は、本数が1000本以下の発生地では効果が

あり、ほとんどの地点でナルトサワギクの

駆除に成功しているが、数千本以上の地域

では、手取り除草後の発芽、再発生（図

３）に除草が追いつかず、絶滅させるには

至っていない（表１）。 

 草刈：草刈は、ナルトサワギクを一時的

に減尐させる効果があり、2ヶ月程度の間

隔を開けて再度実施することにより効果は

大きくなるとされている(Sindel 2009)。 

 除草剤：除草剤の使用は、オーストラリ

アやハワイでは主要な対策の一つである。

日本では認可されていないブロモキシニル

系除草剤の他、日本でも広く使用されてい

るグリホサート系除草剤も効果があるとさ

れている（Sindel 2009）。オーストラリ

アでは乾期後の発芽期にあたる秋に散布す

ると効果が高いとされている。日本におい

ても同様の効果が期待できるが、グリホ

サート系除草剤は農作物にも影響を与える

ため、周囲に農地が点在している本研究の

対象地域では使用していない。 

 放牧：ヒツジやヤギは、ピリミジンアル

カロイドに対する耐性が牛に比べ約10-20

倍もあり、しかも好んでナルトサワギクを

食べるため、ヒツジやヤギをナルトサワギ

ク生育地で放牧することは、卖純かつ効果

的な方法として推奨されている。この際、

ナルトサワギクの毒の蓄積を避けるため

に、連続２季節以上同じ群れをナルトサワ

ギク生育地に放してはいけないとされてい

る（Allan et al. 2009)。本研究の対象地

域では、コストと飼育経験者の不在によ

り、この方法は用いなかった。 

 天敵の導入：天敵の導入については、主

にオーストラリアとハワイで研究が進めら

れてきた。ハワイでは、ヒトリガ科に属す

るガ、Secusio extensa Butlerが天敵とし

て有効であり、かつハワイの在来植物に影

響を与えない、とするテストの結果が報告

されている。これにはハワイにはナルトサ

ワギクの属するサワギク連Senecioneaeの

在来種が存在しないことが有利に働いてい

る。テストの結果、Secusio extensaはナ

ルトサワギク以外にもDelairea odorata 

Lem.、Senecio  vulgaris  L.、Crasso-

cephalum crepidioides Benth.、などを摂

食することがわかったが、これらの植物は

いずれもハワイでは外来種であった

(Ramadan et al. 2010)。他方、オースト

ラリアでは現在に至るまで、有効な天敵は

発見されていない。オーストラリアには

Senecio pinnatifolius A.Richをはじめ、

ナルトサワギクに近縁な在来種が多数生育

しており、ナルトサワギクのみを選択的に

摂食する生物の発見を困難にしている

(Sindel 2009)。日本では天敵に関する研

究は行われていないが、国内にはハンゴン

ソウ Senecio cannabifolius Less.をはじ

め、キオン属に属する植物が6-10種自生し

ているため、これらキオン属の他の種に被

害を与えない生物を探さなければならな

い。また、Senecio属は卖系統群ではない

と考えられる(Pelser et al. 2010)ことか

ら、Senecioneaeに含まれる、他の属につ

いても考慮する必要がある。 

 競合牧草の育成：競合牧草の育成は、除

草剤の使用、ヒツジやヤギの放牧と並ん

で、ナルトサワギクの防除でもっとも実績

のある方法である(Sindel and Michael, 

1988; Sindel 2009)。ナルトサワギクは光

発 芽 性（photoblastic)  で あ る こ と

ナルトサワギクの抑制 
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(Guillén et al. 1984)から、地表を他の

牧草等により覆うことは、ナルトサワギク

の発芽抑制にはとても効果的であると考え

られる。 

 土壌化学性の改質：ナルトサワギクは低

塩基飽和度、低pH土壌下では枯死、もしく

は発芽・生長が抑制されることが明らかと

なり（田中ほか 2011)、これを応用した工

法の開発も進められ、実用化されている。          

 

千葉県におけるナルトサワギク発生の現状  

 

2007年4月に館山市出野尾で採集された

標本が、千葉県で最初のナルトサワギクの

記録である（表１）。しかし、その後、

2010年に発見された館山市大井と单房総市

沓見の生育地では数年で広がったとは考え

られない量のナルトサワギクが繁茂してお

り、県内への侵入は、2007年より以前に遡

ることが推定される。県内におけるナルト

サワギク生育地は、数万本以上が繁茂する

大規模な生育地2カ所と、それ以外の小規

模な生育地約27カ所に大別される（表１、

図６）。小規模な生育地は、安房生物愛好

会等による手取り除草の結果、現在ではほ

ぼ防除されたか、それに近い状態にある。

これに対し、大規模な生息地2カ所では、

100人前後の人員により手取り除草による

防除活動が繰り返し行われたにもかかわら

ず、依然として多量のナルトサワギクが生

育している。 

ナルトサワギクの千葉県への侵入経路は

明らかではないが、大規模生息地が全て客

土の上に成立していることから、客土に紛

れて侵入してきた可能性がある。館山市大

井および出野尾に客土された土の発生地は

図6 房総半島单部におけるナルトサワギクの分布状況 

  ★は、防除の方法の検討が必要な、数万本以上繁茂する大規模な生育地。他は、

小規模な生育地。 

ナルトサワギクの抑制 
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主に神奈川県、单房総市沓見の土は千葉県

单房総市（旧富山町）平群（東星田）山田

地区とされているが、これら、土の発生地

とされた地区において、ナルトサワギクの

生育は確認されていない。小規模発生地の

ほとんどは、大規模発生地の周辺もしくは

道路沿いであることから、大規模発生地か

らの種子の飛散や車両による大規模発生地

からの種子の運搬により、成立した可能性

がある。        

南房総市のナルトサワギク発生地における

他の草本との関係   

 

 ナルトサワギクの生育量が数万本以上と

なった場合には、手取り除草による駆除は

困難であることが明らかになったため、他

の方法による駆除の検討を行った。大規模

な発生地の一つ、单房総市沓見の造成地に

おいて調査したところ、ナルトサワギクと

造成地に生育するシロツメクサ、ムラサキ

ツメクサ、クズとの間に関連性が認められ

A ：ナルトサワギク防除作業後の生育密度

（本/1㎡)   C:シロツメクサのパッチに被われた場所におけ

るナルトサワギクの生育密度（本/1㎡)   20cm以上 10-20cm 10cm以下 合計  

方形区1 0 5 244 249    20cm以上 10-20cm 10cm以下 合計 

方形区2 0 12 141 153  方形区1 0 1 0 1 

方形区3 5 21 97 123  方形区2 0 0 0 0 

方形区4 2 5 162 169  方形区3 10 0 0 10 

方形区5 1 4 163 168  平均 3.33 0.33 0.00 3.67 

方形区6 1 2 143 146       

方形区7 0 4 84 88  D:ムラサキツメクサのパッチに被われた場所に

おけるナルトサワギクの生育密度（本/1㎡) 方形区8 0 4 171 175  

方形区9 0 8 221 229    20cm以上 10-20cm 10cm以下 合計 

方形区10 1 3 226 230  方形区1 16 11 11 38 

方形区11 0 4 227 231  方形区2 0 0 0 0 

方形区12 1 4 79 84  方形区3 29 14 0 43 

方形区13 0 4 138 142  平均 15.00 8.33 3.67 27.00 

方形区14 0 6 141 147       

平均 0.79  6.14  159.79  166.71   E:クズに被われた場所におけるナルトサワギク

の生育密度（本/1㎡)       

B：ナルトサワギク防除作業前の生育密度    20cm以上 10-20cm 10cm以下 合計 

                                                 (平均を除き本/4㎡)  方形区1 19 4 12 35 

  20cm以上 10-20cm 10cm以下 合計  方形区2 24 12 16 52 

方形区1 39 31 138 208  方形区3 3 6 14 23 

方形区2 23 37 251 311  平均 15.33 7.33 14.00 36.67 

方形区3 18 95 485 598       

方形区4 67 22 226 315       

方形区5 46 24 439 509       

平均（本/1㎡) 9.65 10.45 76.95 97.05       

表２ 单房総市沓見のナルトサワギク発生地におけるナルトサワギクの生育密度 

A,C-E:ナルトサワギク防除12ヶ月後における、ナルトサワギク(A)、シロツメクサ

(C)、ムラサキツメクサ(D)、クズ(E)の優占する区画でのナルトサワギク生育密度

（本/1㎡)。調査日、2011.7.4. B: 防除前における、ナルトサワギクが優占する場所

でのナルトサワギク生育密度（本/1㎡)。調査日、2010.7.31.（小林 2011より改変)。  
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たので報告する。 

 

調 査 方 法 

 

調査は2011年7月4日、单房総市沓見（表

１：番号21)で行った。調査対象とした造

成地には、かつてナルトサワギクが大量に

生育していた。2010年10月と12月に、多く

の人員を動員して手取り除草によるナルト

サワギクの防除が行われたため、現在、ナ

ルトサワギクの大きな株は見られない。 

 この造成地の大部分は裸地に近い状態

で、その中にシロツメクサ(Trifolium 

repens L.)、ムラサキツメクサ(Trifolium 

prantese  L.)、ク ズ (Pueraria  lobata 

(Willd.) Ohwi)のパッチが点在している。

裸地に近い部分には、ナルトサワギクの芽

生えが多数生育している。調査では、シロ

ツメクサ、ムラサキツメクサ、クズのパッ

チ、およびこれらのパッチに覆われていな

い、ナルトサワギクの芽生えが卓越する場

所を対象に、1㎡の方形区を設置し、そこ

に生えるナルトサワギクの数を計測した。

方形区はシロツメクサ、ムラサキツメク

サ、クズが卓越する場所については、それ

ぞれ3カ所、パッチに覆われていない場所

については14カ所について測定した(表２ 

A, C-E)。また、2010年7月に小林・尾崎ら

によって行われた同じ地区の調査結果を比

較のために参考にした（表２ B、小林 

2011)。 

 

結 果 

 

 裸地状で、ほぼナルトサワギクの苗条の

みからなる方形区14カ所の平均では、草丈

10cm以下のナルトサワギクが1㎡あたり160

本生育していた(表2A)。今回の調査の1年

前の2010年7月に同じ地区で行われた調査

結果によると、1㎡あたりのナルトサワギ

クの密度は、草丈 10cm以下が77本、10-

20cmが10本、20-30cmが8本、30cm以上が2

本であった(表２B)。手取り除草の効果で

草丈の高い個体は無くなっているが、10cm

以下の個体はかえって増加している。 

 シロツメクサのパッチで被われた方形区

では、ナルトサワギクの芽生えがまったく

無く、発芽が完全に抑制されていることが

推定できる(図4、表２C)。方形区３で草丈

20cm-30cmのナルトサワギクが10本生育し

ているのは、シロツメクサが優先する以前

に発芽したものと考えられる。 

 ムラサキツメクサのパッチに被われた方

形区におけるナルトサワギクの1㎡あたり

の密度は、草丈10cm以下が4本、10-20cmが

8本、20cm以上が15本となっており、シロ

ツメクサに比べて务るものの、ナルトサワ

ギクの芽生えが抑制されているように見受

けられる（図５、表２D)。 

 クズに被われた方形区では草丈10cm以下

が14本、10-20cmが7本、20cm以上が15本と

なっており、シロツメクサ、ムラサキツメ

クサの方形区には及ばないものの、裸地状

のナルトサワギクが優占する場所に比べる

と、明らかにナルトサワギクの密度は低く

抑えられている(表２E)。 

  

考 察 

 

 調査した3種類の草本は、いずれもナル

トサワギクの発芽もしくは成長を抑制して

いるように見受けられた。特にシロツメク

サにおいて、その効果は顕著であった。今

後、ナルトサワギクの防除に向け、応用が

期待できる。抑制のメカニズムは明らかで

はないが、異なる種で同様の効果が認めら

れたこと、ナルトサワギクは光発芽性を有

することから、アレロパシーではなく、日

ナルトサワギクの抑制 



 

8 

光を遮ることによりナルトサワギクの発芽

が抑制されたと推定できる。  
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